
　

随
分
と
前
だ
っ
た
と
思
う
が

「
復
活
節
の
疑
い
」
と
い
う
言

葉
を
、
あ
る
牧
師
か
ら
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
イ
ー
ス

タ
ー
の
出
来
事
、
す
な
わ
ち
イ

エ
ス
の
復
活
を
疑
う
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
の
復
活

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
持
つ
死

の
確
か
さ
に
対
す
る
疑
義
が
生

じ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

死
こ
そ
終
わ
り
で
あ
り
、
す
べ

て
が
無
に
な
る
と
い
う
こ
と
に

対
し
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
、
こ
の

主
の
復
活
の
出
来
事
に
よ
っ
て

起
こ
っ
て
き
た
と
い
う
の
だ
。

　

い
か
に
も
回
り
く
ど
い
言
葉

の
よ
う
に
思
え
る
が
、
死
ん
だ

後
、人
は
ど
う
な
る
の
か
と
か
、

復
活
し
た
時
に
人
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
と
か
、
天
国
と
は

一
体
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
と

い
う
、
終
わ
る
こ
と
の
な
い
不

毛
な
議
論
に
対
し
て
、そ
れ
は
、

一
つ
の
明
確
な
答
え
を
も
た
ら

す
の
だ
。
死
が
死
で
終
わ
る
も

の
の
ま
ま
な
ら
、
パ
ウ
ロ
の
言

う
と
お
り
「
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
ど
う

せ
明
日
は
死
ぬ
身
で
は
な
い

か
」（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
15
：
32
）

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
ま
た
反
対
に
、
極
端
な
聖

書
解
釈
を
す
る
も
の
た
ち
が
、

ま
る
で
天
の
国
を
見
て
き
た
か

の
よ
う
に
語
り
、
人
々
を
惑
わ

す
も
の
も
起
こ
っ
て
く
る
。

　

以
前
、
修
道
場
に
い
た
神
学

生
が
、
卒
論
の
テ
ー
マ
で
日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
を
調
べ
、
キ
リ

ス
ト
教
年
鑑
の
中
に
、
沖
縄
の

あ
る
教
会
だ
け
が
、
異
常
に
受

洗
者
数
の
多
い
こ
と
を
発
見
し

た
。
そ
こ
で
彼
は
わ
ざ
わ
ざ
現

地
ま
で
出
向
き
、
調
べ
た
と
こ

ろ
、な
ん
と
そ
の
教
会
で
は「
死

者
が
復
活
し
な
い
な
ら
、
な
ぜ

死
者
の
た
め
に
洗
礼
な
ど
受
け

る
の
で
す
か
」（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト

15
：
29
）
と
い
う
言
葉
を
ま
と

も
に
受
け
取
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
に
な
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ

た
家
族
や
先
祖
の
た
め
の
「
身

代
わ
り
洗
礼
」
な
る
も
の
を
生

み
出
し
て
、
何
万
人
も
の
受
洗

者
数
を
申
告
し
て
い
た
と
言
う

の
だ
。
大
真
面
目
に
死
者
の
数

ま
で
入
れ
て
作
っ
た
受
洗
者
名

簿
。
な
ん
だ
か
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ョ
ー
ク
の
よ
う
だ
が
、
こ
れ

も
ま
た
、あ
る
意
味
に
お
い
て
、

死
ね
ば
全
て
が
お
し
ま
い
に
な

る
と
い
う
考
え
の
裏
返
し
の
よ

う
に
私
に
は
思
え
る
。

　

確
か
に
私
た
ち
は
い
つ
も
、

復
活
は
ほ
ん
と
う
に
あ
る
の
か

ど
う
か
、
死
ん
だ
後
そ
の
肉
体

は
、
魂
は
ど
う
な
る
の
か
と

い
っ
た
こ
と
に
興
味
が
そ
そ
ら

れ
る
。
し
か
し
、そ
の
中
に
は
、

復
活
の
主
は
お
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
な
ぜ
、

生
き
て
お
ら
れ
る
方
を
死
者
の

中
に
捜
す
の
か
。
あ
の
方
は
、

こ
こ
に
は
お
ら
れ
な
い
。
復
活

な
さ
っ
た
の
だ
」（
ル
カ
24
：

５

−

６
）
復
活
の
日
の
朝
、
イ

エ
ス
の
亡
骸
が
な
い
こ
と
に
、

途
方
に
暮
れ
て
い
た
婦
人
た
ち

に
、
語
ら
れ
た
こ
の
言
葉
は
、

現
代
の
死
を
恐
れ
、
死
を
前
に

途
方
に
暮
れ
る
私
た
ち
へ
の
言

葉
で
も
あ
る
。
復
活
の
主
は
、

あ
な
た
の
そ
の
関
心
事
の
中
に

に
は
お
ら
れ
な
い
。
考
え
れ
ば

考
え
る
ほ
ど
陥
っ
て
し
ま
う
暗

い
闇
の
中
に
は
お
ら
れ
な
い
。

復
活
を
め
ぐ
る
、
そ
の
不
毛
な

議
論
の
中
に
は
お
ら
れ
な
い
。

ま
た
あ
な
た
の
抱
く
究
極
の
死

へ
の
恐
怖
の
中
に
さ
え
主
は
お

ら
れ
な
い
。
あ
な
た
は
ど
こ
に

主
を
捜
す
の
か
。
い
つ
ま
で
、

そ
の
暗
闇
の
中
で
怯
え
続
け
て

い
る
の
か
。
復
活
の
主
は
、
私

た
ち
の
只
中
に
お
ら
れ
る
の

だ
。
そ
し
て
、
こ
の
愚
か
な
死

す
べ
き
も
の
に
、
永
遠
の
命
を

与
え
て
く
だ
さ
る
。
今
ま
で
、

確
か
だ
と
信
じ
て
い
た
も
の

が
、
全
く
確
か
な
も
の
で
な
く

な
り
、
恐
れ
と
不
安
の
種
で

あ
っ
た
も
の
が
、
取
る
に
足
ら

な
い
も
の
と
な
る
。「
死
は
勝

利
に
の
み
込
ま
れ
た
。
死
よ
、

お
前
の
勝
利
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
死
よ
、
お
前
の
と
げ
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
」。（
Ⅰ
コ
リ
ン

ト
15
：
54

−

55
）
そ
う
だ
、
死

に
勝
利
は
な
い
。
そ
し
て
死
の

棘
は
、
私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
キ

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ

た
。
私
た
ち
の
復
活
の
主
は
勝

利
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち

も
共
に
、
そ
の
勝
利
を
味
わ
う

も
の
と
さ
れ
た
の
だ
。

　

友
よ
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
こ
の

日
、主
の
復
活
を
喜
び
祝
お
う
。

私
た
ち
の
命
は
、
決
し
て
儚
い

も
の
で
は
な
い
。
死
ん
で
し
ま

え
ば
、
そ
れ
で
終
わ
り
な
の
で

は
な
い
。
死
は
勝
利
に
の
み
込

ま
れ
た
の
だ
か
ら
。
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　　　　アシュラムセンター
印　刷　明文舎印刷商事（株）

解 題
アシュラムとはインドの言葉で「退修」という意味で、スタンレー・ジョーンズ博士によって日本に紹介されたもの
であります。祈りの生活をもってみ前に自らを整え、今日に於ける主のご委託にこたえんというのがその願いです。

発行所　アシュラムセンター
　523-0894 近江八幡市中村町 567-2
　　　　　 Tel 0748-33-4030
　　　　　 Fax 0748-33-8856
アシュラムセンターホームページ
　www.ashramcenter.jp
編　集　アシュラム誌編集委員会

2017. ５月第 582 号

 

瞑
　
想

　
な
ぜ
、
生
き
て
お
ら
れ
る
方
を
死
者
の
中
に
捜

す
の
か
。
あ
の
方
は
、
こ
こ
に
は
お
ら
れ
な
い
。

復
活
な
さ
っ
た
の
だ
。

 

ル
カ
24

：

５

−

６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
幹
牧
師
　
　
榎
本
　
恵
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ご献金者
　敬称略
　　２月分
金山　良雄
橋本るつ子
沖田　朝子
引原　勝美
中谷　哲造
山田　和子
築山　広子
吉川　禮子
内海　初子
前田　貴子
後宮　俊夫
後宮　松代
榎本　和子
榎本てる子
同 志 社 中 学
校・高等学校
　木村　良己
大阪聖書教室
阪神
ミニアシュラム
福岡聖書教室
山田　洋美
山岡　義明
髙野　國昭
明石シオン
日本基督教
団郡山教会
伊達　知恵
伊達　平和
常任運営委員会
橘本　恵子
横山　宜和
渡辺美寿子
持田　裕子
村瀬　俊夫
森戸　敬子
中田　勝康
鈴木　俊夫
多田眞愛子
チャイム・
コンソート

（池田
チャイムの会）
村上　　勇
米田　康子
米田　歌子

榎
本
　
空

　

２
月
18
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
日
米
合
同
教
会
で
ミ
ニ

ア
シ
ュ
ラ
ム
が
持
た
れ

た
。
参
加
者
30
名
ほ
ど
の

小
さ
な
集
ま
り
で
あ
っ
た

が
、
都
会
の
喧
騒
か
ら
退

き
、
聖
書
の
み
言
葉
に
静

か
に
聴
く
非
常
に
恵
ま
れ

た
時
と
な
っ
た
。
ゲ
ネ
サ

レ
ト
の
湖
畔
で
、
群
衆
の

熱
狂
を
横
目

に
、
網
を
洗
っ

て
い
た
漁
師
た

ち
。
そ
こ
に
現

れ
る
イ
エ
ス
が

い
る
の
だ
。

　

ア
シ
ュ
ラ
ム

と
は
生
活
の
あ

り
方
で
あ
ろ

う
。
イ
エ
ス
に

従
う
道
で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
こ
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
地
、
ひ
い
て

は
ア
メ
リ
カ
東

海
岸
で
の
ア

シ
ュ
ラ
ム
を
一

度
き
り
の
打
ち

上
げ
花
火
と
し

て
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
そ
の
お
手
伝
い

が
少
し
で
も
で
き
る
な
ら

幸
い
で
あ
る
。

（
日
米
合
同
教
会
）

後
藤
　
弥
生

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
隣
接
の

タ
ボ
ン
・
ダ
・
セ
ー
ラ
市

の
高
台
に
あ
る
サ
ク
ロ
・

コ
ス
タ
ト
安
息
の
家
で
の

二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十

八
日
の
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
中
が
カ
ー
ニ

バ
ル
で
沸
き
立
っ
て
い
る

状
態
の
喧
騒
を
さ
け
て
、

日
系
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
教
会

ア
シ
ュ
ラ
ム
に
参
加
で
し

た
。
緑
の
木
々
に
囲
ま
れ

空
気
の
澄
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
九
十
六
人
の
参
加

で
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

分
か
れ
、
静
聴
の
時
、
恵

の
分
か
ち
合
い
、
素
晴
ら

し
い
学
び
の
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
日
本
か
ら
主
幹

牧
師
の
榎
本
先
生
が
遠
い

ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

主
題
は｢

一
つ
に
な
る
」

を
テ
ー
マ
に
聖
書
ヨ
ハ
ネ

の
福
音
書
十
五
、
十
六
、

十
七
章
を
三
回
に
分
け
わ

か
り
易
く
お
話
し
下
さ
い

ま
し
た
。
人
種
の
る
つ
ぼ

で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
な
ら
で

は
の
顔
ぶ
れ
で
、
日
本
語

部
十
二
名
で
し
た
。
ポ
語

通
訳
も
つ
き
素
晴
し
い
講

義
で
し
た
。
日
本
語
は
二

組
に
分
か
れ
イ
エ
ス
様
の

た
と
え
話
か
ら｢

私
は
ぶ

ど
う
の
木
、
私
に
繋
が
っ

て
い
な
さ
い｣

「
互
い
に

愛
し
合
い
な
さ
い
」「
一

つ
に
な
り
な
さ
い
」「
こ

の
世
は
多
く
の
悩
み
、
苦

難
が
あ
る
が
私
は
す
で
に

世
に
勝
て
り
」
と
主
が
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
御
言
葉
に
よ
っ
て
勇
気

づ
け
ら
れ
信
仰
生
活
を
歩

み
た
く
思
い
ま
し
た
た
。

連
鎖
祈
祷
の
時
も
与
え
ら

祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ル
ー

ジ
、
ラ
モ
ス
教
会
が
昨
年

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
、

さ
ら
に
こ
の
群
の
中
か
ら

世
界
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
教
団

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ミ
ニ
ア
シ
ュ
ラ
ム

 

第
34
回 

日
系
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

　
　
　 

教
会
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
参
加
し
て

ニューヨークでの初アシュラム  感謝‼

ニューヨーク初めての家長会

　

ミ
ニ
ミ
ニ
ア
シ
ュ
ラ
ム
を
積
み

重
ね
、
遂
に
こ
の
日
が
‼

　

受
付
の
空
、
百
々
子
夫
妻

（2）2017年５月１日　　第582 号



山本　弘子
菅原　　博
山崎　恵子
吉田恵美子
植松喜美子
越智　千歳
上柿　京子
山田喜久子
香川　孝子
正岡リツコ
大内三枝子
安仲　萌子
戸井　雄二
喜多川啓子
脇　萬里子
黄金井静子
渡辺　　久
湯野　静子
榎本　　恵
榎本　康子
野波　明子
榊原喜三郎
吉田すみゑ
榎本　光太
小野　悦子
堺大浜
キリスト教会
山本　徳文
山本多賀世

63 口
￥664,803

ヨセフ基金
橋本るつ子
常任運営委員会
アッちゃん・
  シュラム君
吉田すみゑ

４口
￥12,350

会堂改築
梶原　道子

２口
￥100,000

合　計
69 口

￥777,153
感謝いたします

の
理
事
長
が
選
ば
れ
た
こ

と
は
ア
シ
ュ
ラ
ム
運
動
の

榎
本
師
に
と
っ
て
も
二
重

の
喜
び
で
す
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

充
満
の
時
、
証
し
に

立
っ
た
人
達
は
、
満
た
さ

れ
た
喜
び
に
涙
が
溢
れ
声

が
つ
ま
り
、
聞
く
者
も
充

た
さ
れ
正
に｢

一
つ｣

と

な
る
実
感
で
し
た
。

　

聖
会
の
最
後
、
手
を
つ

な
ぎ
大
き
な
輪
な
っ
て
賛

美
と
祈
り
が
献
げ
ら
れ
、

レ
ビ
の
カ
ー
ド
交
換
し
互

い
に
祈
る
約
束
を
し
て
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
自
由
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
団

　
　

サ
ン
タ
ー
ナ
教
会
）

主の平和
　今年もアシュラムセンター主催「沖
縄平和巡礼の旅」の季節がやってきま
した。「平和」、「巡礼」、「旅」などの
キーワードはなんだか堅苦しいイメー
ジがありますが、決してそうではあり
ません。それよりはむしろ沖縄を通し、
私たちを愛し、慈しんでくださる神様
にお出会いすることを、祈り求める旅
です。どうか、ご参加ください。全行
程車移動ですし、宿泊する場所もホテ
ルを利用しますので、バリアフリー対
応です。ご安心ください。

アシュラムセンター主幹牧師
　　　　　　　　　　榎本恵

日程：2017年６月21日（水）〜24日（土）３泊４日
◆１日目（21 日）PM12：30　那覇空港集合
　　「第二外科壕跡」壕前の清掃活動と慰霊祭
　　平和の礎など南部戦跡めぐり
◆２日目（22 日）午前：沖縄平和資料館見学（大
　　田昌秀元知事）　午後：サマリア人病院デ
　　イケア詩の朗読会　夜：沖縄聖書教室
◆３日目（23 日）
　　伊江島・わびあいの里訪問　島巡り
◆４日目（24 日）朝食後　那覇空港解散

費用：ツイン　60,000 円
　　　（ホテル宿泊費、食事、入館料、
　　　 フェリー代、レンタカー交通費含む）
　　※飛行機チケットは各自でお取り下さい。
　　　お早目に。
定員：10 名

主
の
み
も
と
に
…

　
　
　

川
添
綾
子
姉
（
91
歳
）
が
３
月
31
日
、
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
治
教
会
に
て
榎
本
保
郎
牧
師
の
も
と
で
、
ア
シ
ュ
ラ
ム
の
友
に
。

　

元
、
セ
ン
タ
ー
常
任
運
営
委
員
。

「
…
こ
れ
ま
で
お
受
け
し
た
深
い
お
交
わ
り
を
心
よ
り
御
礼
申
し
ま
す
。
…
」

　

榎
本
和
子
姉
か
ら
、
川
添
姉
へ
追
悼
の
手
紙　

抜
粋
（
お
二
人
は
、
今
治

め
ぐ
み
幼
稚
園
に
て
共
に
保
育
に
携
わ
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たびんちゅ牧師と行く 沖縄平和巡礼の旅たびんちゅ牧師と行く 沖縄平和巡礼の旅
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「どっちがどっちなんですか？」と聞けば、「どっ
ちなんだろうねぇ。どっちがどっちだと思う？
わかったら教えて」。終始こんな調子である。
この返答を「癒やし」と受け取れる人はぜひア
シュラムセンターに来て「やすこ体験」をする
べきだと思う。存分に癒やされてほしい。るん
るん福音食堂で手作りパンがでるときは、それ
は康子さんのパンである。パンだけでなくクッ
キーやロールケーキなど、康子さんのレパート
リーは多い。機会があることにでてくるロバの
形のクッキーはなんとも優しい味がする。
　康子さんはよくパタパタとセンターの中を
走っている。アシュラム運動の様々な活動をす
るために、全国のみならず海外にでていく「旅
んちゅ牧師」を支えるには、その後ろに多くの
仕事が控えている。大事な業は本当に隠されて
いる。近くに住んで、毎日顔を合わせていても、
まだまだ気がつかないことが山ほどあるのだろ
う。目に見えない、気が付かないからこそ、そ
の背後で働いている神に毎日感謝をして生きる
ことは、大切なことなのだと気が付かされる。
アシュラムは、自分が神に近づくのではなく、
神への聴従を通して「近づいてきてもらい」、
その恵みを分かち合う実践であるという。早天
祈祷会での康子さんの話から、どのような恵を
うけているか、改めていうまでもない。感謝感
謝の日々である。
　この修道場生活記も早いもので４回目を迎え
た。普段ならオチを求めて書き出すのだが、今
回は全く思いつかなかった。でも今回は「出オ
チ」があるからいいかと思っている。康子さん
の「たわしくん」のエピソードは、アシュラム
のメルヘン担当康子さんの鉄板ネタとして語り
継がれることだろう。最後に小ネタを一つ。７
月19日は康子さんの誕生日であるが、奇遇なこ
とに筆者と同じ誕生日である。曰く「７月19日
会をしよう」。そういうことで、アシュラムセ
ンターには「７月19日会」という新しい不思議
が加わったのであった（ただし開催は未定）。

　ある夜のこと。康子さんはとても疲れている
中洗い物をしていた。黙々と洗い物を続ける康
子さん。するとなんの拍子か、たわしが手元に
コロンと転がってきたそうだ。何の気なしに声
をかけてみる。「たわしくん、どこにいってき
たの？」。答えるたわしくん。「ぼくねぇ、ちょっ
とそこまで遊びに行ってきたんだ」。たわしく
んの声をきいてしまった康子さんは――その日
はすぐに寝たらしい。
　アシュラムセンターに集う人は一言でいうと

「濃い」。その中でも康子さんはメルヘン担当で
あり、その勢いは留まることを知らない。この
ようないわゆる天然キャラの人にはなろうとし
てもなることができない。どうしたら康子さん
のような人が生まれるのか、神に出会うことが
あれば聞いてみたい。そんな気にさえなる。も
ちろん、世界中の人が康子さんのようなキャラ
だと、それはそれで少々困ったことになるかも
しれないが、「いや、もしかしたらそれがユー
トピアなのかもしれない」と思わせる不思議な
力がある。
　アシュラム誌に載せているイラストのカット
も、書いているのは康子さんである。その何と
も言えない和やかなイラストは、人々を引き付
けてやまない。アシュラムのロバのイラストは
２つある。アッちゃんと、シュラムくんである。

アシュラムセンター修道場Facebookページができました！
　  https://www.facebook.com/ashram.monastery/

生活記「番外編」や修道場の風景をお楽しみください。
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皆
で
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ー
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ー
ク
ア
シ
ュ
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ム
に
も
行
き
ま
し
た！

アシュラム修道場生活記

その 4「たわしくん」
　　　　　　　　　　　　　　伊達　平和
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　そんな時に地方の小さな群れから「来年の４
月から来ていただけませんか」と言う招きを受
け ま し た。私達はこの招きを受けた時、
99.999%反対でした。それは今住んでいる所こ
そが、神様のみ心の所だと信じていたからです。
暖かくて、静かで、ご近所の方の中にも聖書に
耳を傾けて下さる方が与えられ、これからとい
う時でした。
　しかし私が35才、長男が３才、長女が10か月
の時、やっと天職を見つけたと思っていた時で
したが、長年勤めた会社もやめ、まだ神学校に
入れるという何の保証もなかったのに、家も売
り、神学校の近くの家に引っ越して行くことが
出来たのも、そして何度お断りしても「どうし
ても」ということでしたので、二人で神様に祈っ
て行く中で、そこに行くようにと示された時、

「はい」と、素直に招きに応答することが出来
たのも、どんな時も喜んで、神様のみ心に従わ
れた、イエス様の心に押し出されたからに他な
りません。
　
　そして2005年５月、さっそく日本基督教団の
教会としての設立の手続きを始め、2006年９月、
日本基督教団の教会としての設立式と、私の牧
師就任式をもつことが出来ました。けれども１
年後、難聴がひどくなり、牧会が難しくなった
ので、2007年８月、その教会を辞任と同時に引
退することになりました。突然のことでしたの
で、これから先どうしようかと思っていた時、
神様の不思議な導きにより、マラナ・タ教会時

代の牧師館へ再び戻ることが出来ました。40才
の時に牧師になり、26年半余りの牧会生活には、
いろんな事がありましたが、これまで牧師をさ
せていただけたのも、神様がイスラエルの民に

「私は服従せずに反抗する民に、終日私の手を
差し伸べていた」（ロマ10：21）とみ言葉にあ
るように、神様が私にも愛の手を伸べていて下
さったからであり、また多くの方々の励ましと
背後の祈りがあったればこそであることを覚
え、心から神様に感謝しました。

　羊飼いだった少年ダビデは神様からイスラエ
ルの王として選ばれ、やがて神の民イスラエル
民族を統一します。彼は神様のための住まい、
エルサレム神殿の建設を心から願いましたが、
神様から「これまで多くの戦いで血を流して来
たので」と止められます。
　そのためソロモンが神殿を建てれるように準
備を整え、その子ソロモンに託しました。聖書
は、この波乱万丈の生涯を送ったダビデを私た
ちに紹介する時、使徒13：36前半（口語訳）を
みると、「ダビデは、その時代の人々に神のみ
旨に従って仕えた」と、たった一言で紹介して
います。私はこの所を読みながら、神様が30年
以上の間、「枚方市駅の近くに教会を」という
祈りに答えて、この小さき者を選び、遣わして
下さり、一つの所に20年以上牧会することが出
来たこともあり、自分達の土地建物の取得から
始まり、会堂の献堂式と第二種教会マラナ・タ
教会の設立式、更に宗教法人格を取得、新会堂
の建築、そして教会墓地の建立など、教会形成
にともなう一つ一つのステップを一通り体験さ
せていただけたこと、そして「枚方市駅の近く
に教会を」という祈りに基づいて、神様のみ旨
に従って、仕えさせていただけたことを、心か
ら感謝します。
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。
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）
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き

イースター ローズ姉妹

「主のみ手に支えられて」
使徒 13：36 前半（口語訳）

　（第 42 回 年頭アシュラム 奨励 要約）

　　　　　　　　　　　　　　榊原 喜三郎

（5）2017年５月１日　　第582 号



５月のアシュラムなど

３㈬
〜
４㈭

第50回 熊本（復興）アシュラム
（熊本エミナース 集会後被災地訪問）
奉仕者　榎本恵師　木下理師

096−242−1650
竹内一臣兄

３㈬
〜
５㈮

第25回 盛岡・秋田アシュラム
（盛岡「ロデム」）
奉仕者　橋本るつ子姉

Te l 019−636−0285
Fax 019−618−2447
角谷晋次師

３㈬
〜
５㈮

第37回 関東青年アシュラム
（バイブルホーム）
奉仕者　溝口勝幸兄

048−768−3001
森戸敬子姉

８㈪
福岡聖書教室
（博多クリオコートホテル PM１：30）
奉仕者　榎本恵師

092−607−8251
樋口栄子姉

11㈭
常任運営委員会
（アシュラムセンター）

0748−33−4030
アシュラムセンター

13㈯
第16回 新潟一日アシュラム
（敬和学園高校チャペル）
奉仕者　加々美要師

0250−23−2697
吉澤昭男兄

14㈰
ちいろば牧師記念チャペル夕礼拝・愛餐会
（PM５：00）
奉仕者　榎本恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

16㈫
大阪聖書教室
（大阪クリスチャンセンター AM10：30）
奉仕者　榎本恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

19㈮
〜
20㈯

第４回 北陸・金沢アシュラム
（石川県青少年総合研修センター）
奉仕者　榎本恵師

076−241−4409
石田哲夫兄

22㈪
静岡聖書教室
（旧・英和女学院宣教師館 PM２：00）
奉仕者　榎本恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

23㈫
東京聖書教室
（御茶ノ水クリスチャンセンター４F AM10：30)
奉仕者　榎本恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

23㈫
桜美林リトリートアシュラム
（桜美林大学荊冠 PM２：30）
奉仕者　榎本恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

24㈬
カフェちいろば聖書入門講座
（京都・伏見区深草 PM１：30）
奉仕者　榎本恵師

075−643−2476
みんなのカフェちいろば

26㈮
センター聖書教室
（アシュラムセンター AM11：00）
奉仕者　榎本恵師

0748−33−4030
アシュラムセンター

27㈯
第17回 愛知一日アシュラム
（日本バプテスト連盟名古屋キリスト教会）
奉仕者　岩波久一師

0562−47−0528
溝口勝幸兄

埼玉一日アシュラム
日時　６月13日（火）　　　　場所　上尾キリスト教会
参加費　1,000円　　　　　 奉仕　岩波久一師
申し込み　秋山信夫師　048−726−2208

第43回 加太アシュラム
日時　６月15〜17日（木〜土）　  　　場所　加太国民休暇村
参加費　23,000円　　　　　　　　　奉仕　榎本栄次師
申し込み　西川武師　072−445−8235

第７回 札幌一日アシュラム
日時　６月20日（火）　　　　場所　北海道クリスチャンセンター
参加費　3,000円　　　　　  奉仕　岩波久一師
申し込み　吉田すみゑ姉　011−561−7951

たびんちゅ牧師と行く沖縄巡礼の旅・沖縄聖書教室
日時　６月21〜24日（水〜土）

第42回 教職アシュラム
日時　６月27〜29日（火〜木）
会場　霊性センター　　　　　奉仕　村瀬俊夫師
申し込み　本田英一師　042−373−2577

６月のアシュラム予定

７月 22日 天上の友を憶える日礼拝

９月１〜２日 新潟アシュラム

９月 17〜 18 日 九州アシュラム

９月 25〜 27 日
第 14回 国際正義・平和アシュラム in 神戸
沢知恵さんコンサート　森下辰衛氏
（三浦綾子記念文学館特別研究員）講演

10月２〜３日 山陰アシュラム

10月 11 〜 13 日 第５回 日光オリーブの里アシュラム

10月 27 〜 28 日 第 18回 愛知一泊アシュラム

11月６〜７日 第 30回 札幌アシュラム

11月 21 〜 23 日 第 42回 京浜アシュラム

11月 23 〜 24 日 第 41回 阪神アシュラム（一泊）

2017 年７月以降のアシュラム予定

　　　　　　「主イエスに聴く
　　　　　　　マタイ福音書第６章より」

（１）　１〜４節
　主イエスは、人が追い求めている事柄を
まことによくご存じです。「イエスは、何
が人間の心の中にあるかをよく知っておら
れた」（ヨハネ２：25）。主の御言葉がわた
しを照らし出します。主イエスの御言葉に
聴くとき、人に「見てもらおうとして」（１
節）、「人からほめられようと」（２節）と
いう思いがあることを知らされます。人が
見てくれた、ほめてくれた、それでもう報
いを受けたから、天の父のもとで報いをい
ただけない。そのときわたしは、神の御心
に背く偽善者になってしまう。とんでもな
いことです。そんなとんでもないことを、
知らず知らずのうちに犯してしまう。主の
御前で、さらに御言葉に心を深く探られて
いきます。まことに心の底に「人から認め
られたい」という根深い渇きがあり、自分
に固執している自分がいることに気づきま
す。
　そんなわたしが「右の手のすることを左
の手に知らせてはならない」（３節）とい
う生き方ができるでしょうか。善い行いを
人目につかせないで、自分の目からも隠し、
地上の生涯を終えるまで隠し通していく、
そんな生き方ができるでしょうか。
　主は言われます。「いったいあなたの持っ
ているもので、いただかなかったものがあ
るでしょうか」（コリント−４：７）。いいえ、
ありません。わたしが献げるものはすべて
主からいただいたものです。そして、「信
じます。信仰のないわたしをお助けくださ
い」（マルコ ９：24）と、今、祈ります。

みことば　 日本キリスト教団
　　　　　　　西川口教会牧師（埼玉）

金田　佐久子

詳細は
3ページ！

（6）2017年５月１日　　第582 号


